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てんかんの地域診療連携体制推進のためのてんかん診療拠点病院運用ガイドラインに関する研究  
 

プライマリケア医（てんかん診療医・てんかん認定医）の設置と育成 

-医師向けてんかん研修の調査- 
 

研究分担者：  高橋 幸利 静岡てんかん・神経医療センター院長 

 

研究要旨 

【目的】てんかん地域診療連携体制整備事業のシステムを充実させるために、3 次医

療機関と 1-2 次医療機関を有機的につなぐシステムとして、てんかん診療医（プライ

マリケア医・てんかん認定医）制度の設置が検討されている。てんかん診療医を育て

るための研修制度について検討した。 

【方法】2019 年度はアンケートを送り、てんかん学研修の実施情報を収集した。2020

年度は Epilepsy exposure course参加者 128 名のアンケート結果を分析した。 

【結果】国内で行われている医師向けのてんかん研修には、34 件のセミナー形式のて

んかん研修と、11 件のレジデント研修が主体の個人研修が存在した。静岡てんかん・

神経医療センターの Epilepsy exposure course は医学生および医師を対象に、1 週間

から数週間の単位で行われる研修であるが、その参加者のアンケートからは、必要と

する研修内容としては、先ず発作型の診断、続いて脳波判読の研修が挙げられ、自身

の医療機関のみでは診療のスキルアップが難しいこと、2 次医療機関からの参加医師

は指導医不足に困っていることが明らかになった。 

【結論】てんかん地域診療連携体制を充実させるためには、発作型の診断や脳波判読

を主体に、種々の研修項目を短期間の研修で積み上げ、最終的に包括的なてんかんの

研修が可能となるシステムが必要である。その様な研修システムを用いててんかん診

療医を育成することで、将来の若手医師の自施設内での研修も可能となることを期待

できる。 

 
Ａ.研究目的  

本研究班は、2015年に始まったてんかん地域診療

連携体制整備事業のシステムを質・数ともに更に充

実させることを目標としている。 

てんかん地域診療連携にはインバウンドとして、

患者さんから2次、3次医療機関へ向かう連携と、3

次医療機関から1次医療機関へ向かうアウトバウン

ドの連携がある。静岡てんかん・神経医療センター

では、国内・国外の遠隔地からの患者を多数診療し

ている。2019年度てんかん初診患者の59.8％（816

名）は県外から、1.3％（18名）は海外からの受診

で、インバウンド・アウトバウンド両方向の遠隔診

療連携が不可欠となっている。 

当センターのインバウンド診療連携では、患者啓

蒙活動、相談事業、てんかん診療医向けの学会講演

活動等を行っている。初診入院後31/37例は前医へ

の戻し紹介となり、26/31例は月単位上の発作頻度

で退院しており、退院後に、アウトバウンド診療連

携により継続的な診療を可能にすることは極めて

重要な点である。アウトバウンド診療連携では、詳

細な診療情報提供はもとより、1-2次医療機関で医

療を担う、医師、看護師などのコメディカルを対象

とした教育研修と、患者教育、一般社会への啓蒙活

動が重要と著者は考えている。 

3次医療機関と1-2次医療機関を有機的につなぐ

システムとして、てんかん診療医（プライマリケア

医・てんかん認定医）の設置が検討されている。 

2019年度は、てんかん診療医育成のために使える

てんかん学研修が、国内で、どこで、どのように行

われているか？実態調査を行った。 

2020年度は、静岡てんかん・神経医療センターに

おいて、てんかん診療のスキルアップを求める医師

向けに行っている、Epilepsy exposure course研修

の参加者へのアンケートを解析し、てんかん研修の
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ニーズを検討した。 

 

Ｂ.研究方法 

2019 年度、日本てんかん学会の評議員 ML、日本

小児神経学会評議員 MLでアンケートを送り、てん

かん学研修の実施情報を収集した。 

2020 年度、2004 年 7 月から 2019 年 3月までの

Epilepsy exposure course 参加者 128 名のアンケ

ート結果を分析した。 

 

 (倫理面への配慮) 

倫理的な問題は含まれない。 

 
Ｃ.研究結果 

1. セミナー形式の研修実施情報 

てんかん一般知識を主体とした、セミナー形式で

の研修は、国内に34件存在した。東北大学てんかん

学分野、東京都立神経病院、静岡てんかん・神経医

療センター、名古屋市のすずかけクリニックを中心

としたグループ、京都大学てんかん・運動異常生理

学講座、大阪市立大学を中心としたグループでは、

複数の研修会が行われていた。スタイルとしては、

①教育的講演等による純粋な研修スタイルと、②症

例検討を主体とするスタイルなどが存在した。多く

は、1日以内の会期で、認知症サポート医養成研修

のように2日間にわたり体系的に行われていると推

測できたのは、てんかん学研修セミナー（静岡てん

かん・神経医療センター）のみであった。また、会

場開催のface to face方式がほとんどであったが、

東北大主催のセミナーはオンライン参加も可能で

あった。 

2. 個人研修実施情報 

個人での研修は、国内で11件の情報が得られた。

東北大学てんかん学分野、埼玉県立小児医療センタ

ー神経科、静岡てんかん・神経医療センター、京都

大学てんかん・運動異常生理学講座、大阪市立大学、

大阪大学、岡山大学、福岡市立こども病院で可能で

あった。 

研修システムとしてはレジデント制度が多く、採

用就職が前提となるものが多い。静岡てんかん・神

経医療センターのEpilepsy exposure Course（てん

かん研修初期コース）は数日から数週間の研修で、

雇用形態の変更は伴わない。また、臨床研究部外部

研究員は月に1-4回程度、定期的あるいは不定期に

研修を行うもので、時間の調整可能な時に研修を継

続的に受けていけるものであった。 

3. 医師向け個人研修参加者の調査 

Epilepsy exposure course 参加者 128 名の調査

では、卒後年数（平均±SD)は 6.5±5.4 年で、てん

かん診療（脳波判読）経験年数（平均±SD)は 2.9

±3.8 年であった。てんかん診療患者数（平均±SD)

は 2.5±4.6人/週であった。てんかん診療経験年数

が 3 年でも、20 例/週の症例の診療にあたっている

医師が存在した。一方、10 年以上のてんかん診療

経験のある医師でも、数名/週の診療に留まる医師

が存在した。 

研修の動機となったニーズは、診断（発作型や脳

波）、抗てんかん薬治療といった診療の基本に関す

るものが多かった。2 次医療機関では指導医不足・

併存症対応に困っている医師が多かった。 

 

Ｄ.考察 

てんかん地域診療連携を実のある形にするため

には、アウトバウンド診療連携に参画してくれるて

んかん診療医、看護師などのコメディカルを対象と

した教育研修をレベルアップする必要がある。 

2019-2020 年度の研究で、医師を対象とする教育

研修について検討したところ、国内で行われている

医師向けのてんかん研修は、34 件のセミナー形式

のてんかん研修と、11 件のレジデント研修が主体

の個人研修であった。セミナー形式のものは 1日以

内のものがほとんどで、多面的なてんかんの理解を

可能にするには不十分であり、てんかんの包括的な

理解には、現存する研修としてはレジデント研修が

必要と思われた。しかし、医師不足から長期のレジ

デント研修がすべてのてんかん診療医を目指す医

師に可能かというとそうではない。短期間の研修を

効率的に積み上げることで、包括的な研修が可能に

なると、多くの医師がてんかん診療医として機能で

きるかもしれない。 

静岡てんかん・神経医療センターでは、てんかん

診療のスキルアップを求めている医師の研修とし

て、Epilepsy exposure course を行っている。

Epilepsy exposure course は医学生および医師を

対象に、1 週間から数週間の単位で、初診見学、脳

波見学、症例検討会参加、ビデオ脳波検討会、問診

実習などを週単位で行っていくものである。参加医

師へのアンケート調査から見た実態は、卒後早期か

ら、てんかん診療を担うことになる医師の存在が示

唆され、自身の医療機関のみでは診療のスキルアッ

プが難しい現状も明らかになった。参加者が必要と

する研修内容としては、先ず発作型の診断、続いて
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脳波判読の研修が挙げられている。発作型診断には

ビデオ脳波同時記録を用いた研修が効率的であり、

3 次医療機関等でライブラリーなどの充実が望ま

れる。 

2 次医療機関からの参加医師は、指導医不足に困

っていることが多く、てんかん診療医制度の設置に

より、発作型の診断や脳波判読の指導を行ってくれ

るてんかん診療医が増加し、自施設名で卒後早期か

ら指導を受けられるようになることが望まれる。 

 

Ｅ.結論 

てんかん地域診療連携体制を充実させるために

は、発作型の診断や脳波判読を主体に、種々の研修

項目を短期間の研修で積み上げ、最終的に包括的な

てんかんの研修が可能となるシステムが必要であ

る。その様な研修システムを用いててんかん診療医

を育成することで、将来の若手医師の自施設内での

研修も可能となることを期待できる。 

 

Ｆ.健康危険情報 

該当なし 
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